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見され、これを画像化することにより MagneticResonance Imaging(M 
R 1)として 1980年ごろより医学に応用されるようになったo MR 1 
は放射線を用いず低侵襲であり、軟部組織間コントラストや空間分解能
2 





























































































































女3名づっ、右側5例、左側 1例。年齢は平均 23.5歳 (22-26歳)、平




使用MR装置は静磁場が超伝導 1. 5 T ( 1 e s la)の General Elec1ric 
社製 SIGNA1.5-Tであり、受信コイルは全身を対象とする body coi1 
を用いた。撮像は Tagging Sn apsh 01法と呼ばれる特殊な方法で、従
来の sp ine c h 0 (SE )法で用いた 1800パルスの代わりに磁場勾配を
反転させて信号 (gradien1 echo信号)を得る高速撮像法のひとつであ
るT1-w e igh t e d s n a p s h 0トGRASS(gradient recalled aquisition in 
the steady state)法を基本としている。まず、撮像面に 1800 inversion 
pulseをpreparationpulseとして印加し、スライス面の磁場を反転し、
次にこの面に垂直な selective180 0 pulseをtaggingpulseとして印加
することにより組織を標識する。模式図で示す(図 1)。上方の向きに




は再び反転され上方を向く。ここで撮像が preparat ion pu ls eを受けた
面で行われ、標識部は周辺より上方(正)の方向に大きいベクトルをも








Tagging Pulse 1800 
B 
④ 組織スピンのベクトyレ
図中上方の向きに静磁場がかかっている。 preparationpulseや tagging pu lseを受け
る前の組織はA部と同様に静磁場により上方向きのベクトルをもっD 撮像スライス面と
なるB部のベクトルは prep arat ion pu lseを受けて反転され下方を向き、さらにこの屈
に垂直な tagging pu lseを受ける標識部 E . F部のベクトルは再び反転され上方を向
く。ここで撮像が preparationpulseを受けた面で行われ、標識部は周辺 (B部)より
上向きに大きいベクトルをもち高輝度に描出される。
図 1 Tagging Snapshot法による標識
実際の撮像ではまず被検者に筋を弛緩させた状態(安静時)で fast-
GRASS sequence (1R庁主=9.0/ 4.5 msec， flip angle=30 deg)を用い信号収集
を行うと、 T1強調画像の中に 10本程度の高輝度で直線の taggingbands 
























































計測した(図4)。収縮時の画像では ta g g in g b a n dそのものの幅も変
化する。そのため、安静時の taggingbandにおける筋移動方向と反対


















t a g g in b a n d sの前方端を皮膚に接する部、後方端を中間広筋と
接する筋膜部、中間広筋の taggingbandsの前方端を大腿直筋と
接する筋膜部、後方端を骨に接する部とした。外側広筋、中間広
筋、内側広筋を含む冠状断において外側広筋の taggingb an dsの
外側端を皮膚部、内側端を中間広筋と接する筋膜部、内側広筋の
t a g g in b a n d sの内側端を皮膚部、外側端を中間広筋と接する筋
膜部とした。これらのスライスにて各コンポーネントのすべての














基線より taggingbandまでの距離を測定する。 A，E:雨縁での移動距離。 B:最小












症例 大腿直筋 中間広筋 内側広筋 外側広筋
No.1 7.6 9.6 9.5 8.8 
No.2 8.0 11.9 7.9 8.6 
No.3 5.3 8.6 5.4 4.8 
No.4 9.2 10.5 10.9 8.2 
No.5 8.5 9.3 8.1 7.0 
No.6 5.8 8.5 5.8 5.9 
平均 7.4 9.7 7.9 7.2 
標準偏差 1.4 1.2 1.9 1.5 
単位 mm 
最大移動量
症例 大腿直筋 中間広筋 内側広筋 外側広筋
No.1 11.8 13.3 13.8 13.6 
No.2 10.6 15.8 12.8 13.7 
No.3 7.1 11 .3 9.2 8.4 
No.4 13.4 14.6 16.9 1 3.1 
No.5 11.0 13.2 12.6 11.6 
No.6 6.7 11.4 9.7 9.4 
平均 10.1 13.3 12.5 11.6 





移動量では中間広筋では遠位部 9.5士0.8mm・中央部 10.0士1.6mm. 
近位部 9.7士2.0mmと差を認めないものの、大腿直筋では近位部 5.9士



















大砲事筋 中間広節 外情j広筋 内部広筋
近位百 中央部 ~遠位部
表 2 大腿四頭筋等尺性収縮時の部位別移動量
大腿直筋 中間広筋 外領IJ広筋 内側広筋
近位部 中央部 遠位部 近位部 中央部 遠位部 近位部 中央部 遠位部 中央部 遠位部
平均移動量 5.9 7.5 8.5 9.7 10.0 9.5 6.0 7.6 7.8 7.6 8.4 
(標準備差) (3.1 ) (1.7) (1.2) (2.0) (1 .6) (0.8) (1 .1) (2.1 ) (2.2) (2.7) (1.8) 
最大移動量 9.2 10.4 10.7 14.0 14.2 11.9 10.3 12.5 11.8 11.9 13.3 







士0.8mm、隣接筋に接する部で 12.3士2.1mmの移動量を認めた O 外側
広筋、内側広筋では皮膚と接する部でそれぞれ0.2士0.4mm、0.1土0.3
mm、隣接筋に接する部でそれぞれ 10.4士1.2mm、12.7士2.9mmの








































を示した内側広筋については Smil1ie 71)は 10から 15度の最終膝伸展で
の作用が大きいと述べた。内側広筋斜走線維・縦走線維は Liebら7川こよ



















































































( 1 )膝関節屈曲45度から 30度の伸展運動。
( 2 )膝関節屈曲 15度から O度の伸展運動。
被検者の下肢の重量のみを負荷として特に重りは加えず、標識音を合





































































大腿直筋 中間広筋 内偵.IJ広筋 外債IJ広筋
11.7 13.1 11 .5 13.6 
15.6 15.4 11.9 13.6 
11.9 12.2 11.7 10.9 
11.9 12.7 12.7 13.7 
10.8 12.3 10.8 11.7 
14.3 14.7 13.1 13.1 
15.7 14.7 12.0 14.7 
11.9 12.3 10.2 11.9 
11.9 11.0 9.8 11.0 
10.2 10.7 6.8 10.4 
12.6* 1 2.9** 1 1 .1 12.5*古
1.9 1.6 1.8 1.5 
単位 mm 
最大移動霊
大腿直筋 中間広筋 内側広筋 外側広筋
14.5 16.3 16.6 16.0 
18.5 19.3 15.7 18.3 
14.6 15.3 15.6 13.8 
15.2 16.7 16.2 17.9 
14.9 15.5 14.1 15.4 
17.6 18.4 17.0 16.0 
19.8 18.6 18.1 19.1 
1 5.1 14.7 12.6 15.0 
15.4 13.9 13.4 13.9 
12.9 13.9 9.2 13.6 
15.9 16.3* 14.9 15.9 







13.0土2.3mm .近位部 7.9士1.9mm とそれぞれの間に有意差 (p< 
29 
0.01 )を認めた。中間広筋においては、遠位部 16.4士2.2mm ・中央部
13.4士1.8mm .近位部 8.4士1.3mm、外側広筋では遠位部 15.4士
1.8mm .中央部 13.3士1.6mm .近位部 8.3士1.4mm、内側広筋にお




























表 4 膝関節屈曲 45度から 30度への伸展時の大腿四頭筋部位別
移動量
大腿車筋 中間広筋 外側広筋 内側広筋
近位部 中央部 遠位部 近位部 中央部 遠位部 近位部 中央部 遠位部 中央部 遠位部
平均移動量 7.9 ** 13.0持# 16.4 8.4 ** 13.4 # # 16.4 8.3 *女 13.3#が 15.4 8.8岸再 13.5 
(標準偏差) (1.9) (2.3) (2.3) (1 .2) (1.8 ) (2.2) (1 .4) (1.6) (1.8) (1.9) (2.1 ) 
最大移動量 1 1 .1** 17.0## 18.9 1 1 .7** 17.6## 18.9 1 1 .7** 17.4 # # 18.4 12.3 # # 17.6 

































111-2-3-2 膝関節屈曲 15度から 0度の範囲の伸展運動










































メゴ退選E貰Jj 中間広筋 内側広筋 外側広筋
10.5 9幽ア 6.8 9同9
15.6 15.4 11 .9 13.6 
11.9 12.2 11.7 10.9 
10.4 9.4 8.1 8.6 
10.3 9.4 9.8 8.7 
9.3 9.8 9.7 9.2 
11.6 12.9 10.6 11 .3 
9.9 10.8 9.0 8.5 
7.1 9.7 7.5 7.2 
9.1 8.8 8.0 9.4 
10.6* 10.8肯古 9.3 9.7 
2.2 2.1 1.7 1.8 
単位 mm 
最大移動量
大腿直筋 中間広筋 内側広筋 外銀IJ広筋
13.7 13.8 10.7 13.5 
18.5 19.3 15.7 18.3 
14.6 15.3 15.6 13.8 
13.8 13.2 11.2 11.9 
13.3 12.1 13.4 12.2 
12.0 12.9 13.5 12.3 
14.9 16.5 15.3 16.0 
12.5 14.0 12.0 11.6 
9.8 13.1 11.7 9.7 
12.1 11.9 10.9 12.1 
13.5 14.2* 13.0 13.1 
2.3 2.3 2.0 2.4 
単位 mm 
肯 :内側・外側広筋に比して有意差あり (pく 0.0町







10.4+2.3mm .近位部 6.7士1.9mm、外側広筋では遠位部 12.6+ 
1.9mm 0 中央部 9.9土2.3mm .近イ立部 5.9土1.4mm、内側広筋におい





表 6 膝関節屈曲 15度から 9度への伸展時の大腿四頭筋部位別移
動量
大腿直筋 中間広筋 外側広筋 内側広筋
近位部 中央部 遠位部 近位部 中央部 遠位部 近イ立部 中央部 遠位部 中央部 遠位部
平均移動量 6.2犬* 10.4## 13.9 6.7常食 10.4## 14.4 5.9大女 9.9## 12.6 6.9## 11.6 
(標準備差) (2.3) (2.2) (2.4) (1.9) (2.3) (2.0) (1 .4) (2.3) (1.9) (1.0) (2.3) 
最大移動量 9.0*女 14.2#が 16.5 9.7*台 14.9## 17.2 9.0*女 14.2#が 15.5 10.3## 15.5 I 
























大腿車筋 6.9犬犬 10.5## 13.2 
(標準偏差) (1.5) (1.6) (1.8) 
中間広筋 5.0合女 8.9## 12.9 
(標準偏差) (1.9) (1.3) ( 1.5) 
外側広筋 3.4台女 9.0## 12.0 
〈標準偏差) (1.3) ( 1.2) (1.6) 
内側広筋 4.1女六 10.5## 14.4 


































































膝の可動域を制限し、足関節部に 2kgの負荷をかけて屈曲 0度から 15
度の能動屈曲運動を標識音後に瞬時に行わせ(図 12)、大腿二頭筋長頭、
短頭、半腿様筋、半膜様筋、薄筋について Tagging Sn apsh ot法にて
各筋ごとに冠状断・矢状断のスライス像を作成した(図 13-1、13-2)。









































冠状断における各taggin g ban dの両端部および筋腹中央部をそ
れぞれ外側部・内側部・中央部とした。これらのスライスにて各
筋のすべての taggingb an dsの両端部・筋腹中央部での移動量を
平均した値を、前方部・後方部・中央部または外側部・内側部・
中央部の部分での筋移動量として比較した(部分別比較)。




内側・遠位外側の各々 4部位にわけで各部のすべての tagging 
42 
bands両端部の移動量の平均値を比較した。また、taggingbands 
の基線の間隔は同じであることから各taggin g b andの近位・遠
位方向移動部の基線部の長さは近位・遠位方向に移動する部分の



























ー3.5 2.9 -2.1 2.8 
No.4 由1.4 5.0 -2.4 4.4 
NO.5 -4.1 3.9 -3.4 3.5 




NO.2 9.4 9.6 10.9 3.6 6.9 
NO.3 8.4 9.2 -4.6 3.8 -2‘3 3.8 4.3 
No.4 10.4 5.5 1ー.8 6.6 -3‘1 5.3 6.5 
NO.5 11.6 9.1 -5.5 5.4 -4.6 4.1 2.8 
NO.6 14.0 5.0 -8.8 7.3 -6.9 2.8 6.4 
NO.7 5.1 6.1 時4.9 6.0 ω3.8 5.4 1.3 
NO.8 10.2 7.5 同 15.2 ア.8 -8.5 6.9 4.9 
NO.9 8.4 7.8 アー.1 2.3 時 2.4 4.4 4.7 
NO.10 13.8 11.7 叩 5.5 5.8 -3.5 6.4 6.7 
平均 10.0 ア.9 -6.3 6.3 -4.4 4.アォ 4.8 











No.1 3.2 3.2 3.5 1.6 1.4 
No.2 4.1 4.4 4.5 1.3 3.9 
No.3 
No.4 
No.5 2.4 3.4 1.7 0.8 2.6 
No.6 2.6 0.8 -1.3 1.6 0.5 0.0 
No.7 3.9 2.2 2.2 0.6 0.0 
No.8 
NNo0..19 0 
3.6 3.6 自2.6 2.7 2.5 3.9 
2.7 2.9 2.4 之.3 0.0 
ヰZ士匂 3.2 2.9 由2.0 2.7 1.4 1.7 






No.5 2.6 4.9 之.3 1.3 3.0 
No.6 2.7 1.4 -1.5 1.7 0.8 0.0 
No.7 4.1 2.3 2.9 0.9 0.0 
No.8 
No.9 3.8 6.0 -3.6 2.7 2.5 3.9 
No.10 3.1 4.0 2.8 2.4 0.0 
平均 3.5 4.0 -2.6 3.2 1.7 1.8 





<0.01 )に大きかったが、薄筋では近位部 (3.9+2.0mm)、遠位部 (5.2
士1.6mm)に差を認めなかった。最大移動でも同様に半艇様筋では近位
部6.7士2.4mm、遠イ立部 13.1土2.9mmで、遠位部の移動が有意 (p<










半鍵様筋 l 薄筋 半鍵様筋 i 薄筋













mm.後方部 8.7士3.0mm、外側部 6.3士1.4mm.中央部 9.1士1.7m
m .内側部 10.3士2.9mmと各部に有意差を認めなかった。二頭筋短頭
の能動運動(前方部 1.1+1.0mm ・中央部3.1土1.7mm.後方部 4.3+
1.6mm、外側部4.3土2.5mm.中央部5.1+2.3mm .内側部 4.1+2.9 
mm)、薄筋の能動運動(前方部 3.6+2.4mm.中央部 4.0土2.2mm・ 











半腿様筋 5.5 8.3 8.7 6.3 9.1 10.3 2.7 2.9 2.9 2.5 3.5 3.71 
(標準偏差) (2.3) (2.7) (3.0) (1.4) (1.7) (2.9) (1.5) (1.6) (1.4) (1.4) (0.5) (0.5) 
一頭筋短頭 1 .1 3.1 4.3 4.3 5.1 4.1 0.5 0.9 1.4 1.5 2.2 1.8 
(標準偏差) (1.0) (1.7) (1.6) (2.5) (2.3) (2.9) (0.9) (0.9) (1.0) (2.1 ) (2.6) (2.2) 
薄筋 3.6 4.0 3.9 5.0 5.1 5.2 0.7 1.0 1.0 2.1 2.1 2.1 














近位前方 近位後方 遠位前方 遠位後方 近位内側 近位外側 遠位内側 連位外側
半膜様筋 1.0 1.2 3.8 
(標準備惹) (4.4) (3.5) (6.2) 
一頚筋長頭 -0.2 2.3 4.9 
(標準偏差) (3.7) (3.9) (3.9) 
4.2 6.2 -2.7 8.4 -2.0 
(6.1 ) (3.9) (4.0) (2.2) (3.6) 
7.4 -3.4 3.4 ー0.6 7.5 















































































































底屈 0度から 15度の等張性能動底屈運動・受動底屈運動及び底屈 15度
での等尺性底屈運動、足関節底屈 15度から 0度の等張性能動背屈運動・
受動背屈運動及び 0度での等尺性背屈運動を行わせて、 Taggnin g 
Snapshot法により緋腹筋内側頭・外側頭、ヒラメ筋につき矢状断・冠

















































































































7.6 5.3 4.5 
7.9 6.6 5.3 
5.8 4.6 3.1 
8.5 6.4 4.1 
9.5 7.1 5.0 
8.7 4.1 3.5 
8.4 5.8 4.4 
8.2 6.8 4.9 
8.1 5.8* 4.4* 
1.1 1.1 0.8 
勝腹筋内側頭
能動運動 受動運動 等尺性運動
9.6 6.5 5.4 
10.2 8.3 6.4 
6.8 5.5 3.3 
10.2 7.9 4.6 
12.5 9.2 6.7 
10.5 4.4 3.9 
9.9 7.0 5.2 
10.0 7.6 5.5 
10.0 7.1* 5.1 * 
1.6 1.6 1.2 
平均移動量
勝腹筋外側頭 ヒフメ筋
能動運動 受動i室勤 等尺性遂動 能動遂動 受動i道動 等尺性運動
6.6 4.4 4.1 5.0 4.3 3.3 
13.2 7.5 7.4 8.6 5.3 4.6 
7.7 5.5 4.0 6.7 4.3 3.7 
10.1 7.0 5.5 8.7 7.1 4.4 
9.9 7.8 6.3 8.5 6.3 4.7 
6.9 4.4 3.8 5.8 3.9 3.6 
8.6 6.2 4.9 7.3 5.2 3.9 
9.5 6.2 4.9 7.6 5.6 4.5 
9.1 6.1 * 5.1党 7.3 5.3* 4.1 * 




能動運動 受動運動 等尺性運動 能動連動 受動運動 等尺性逐動
7.8 5.1 4.6 6.6 5.5 4.4 
16.0 8.9 8.7 13.0 8.0 7.1 
9.0 6.6 4.8 9.5 5.6 5.2 
12.2 8.4 6.4 12.2 9.3 5.5 
12.4 9.3 7.4 11.3 7.0 6.0 
9.1 4.9 4.6 8.2 4.5 4.5 
9.6 7.2 5.8 9.5 6.7 5.5 
11.3 7.4 5.8 10.3 7.2 5.7 
10.9 7.2* 6.0* 10.1 6.7* 
2.6 1.6 1.5 2.1 1.5 






-6.2 -4.3 0.0 
-8.2 舗5.9 0ー.9
-6.0 -4.4 1ー.4
-5.8 4ー.5 0.0 
-8.5 -4.9 1ー.3
蜘7.7 -5.4 -1.2 
-7.2 鴨4.8 0.0 
-6.8 -4.4 0.0 
7ー.1 -4.8 * 0ー.6*
1.0 0.6 0.7 
勝腹筋肉側頭
能動逮動 受動運動 等尺性遥動
7ー.4 -5.2 0.0 
-10.6 -7.6 -0.9 
7ー.0 -5.0 -1.8 




-8.4 -5.9 0.0 
-8.9 -6.1 * -0.7 * 
1.4 0.9 0.8 
平均移動量
勝腹筋外側頭 ヒフメ筋
能勤途動 受動運動 等尺性運動 能動運動 受動運動 等尺性運動
-6.4 -4.3 0ー.2 -3.8 -3.6 1ー.9
-6.1 4ー.2 時0.6 -5.5 -4.1 2ー.8
-5.5 -4.3 -1.2 -4.8 -3.7 0ー.9
-6.8 -6.3 0.0 -7.0 -5.8 2ー.4
-8.2 5ー.5 1ー.1 -6.4 -4.5 1ー.9
-5.7 -3.2 -1.3 -4.7 -3.9 -0.9 
7ー.2 -4.8 0ー.4 -6.2 -4.8 -1.9 
-6.9 -4.0 0.0 -6.6 -4.8 -2.8 
-6.6 -4.6 * 崎0.6* -5.6 4ー.4* -1.9* 




総動運動 受動運動 等尺性連動 能動運動 受動遂動 等尺性遂動
7ー.4 -5.2 -0.2 5ー.7 -4.8 -2.8 
-8.1 -6.2 0ー.6 -10.3 -6.6 -3.6 
6ー.7 5ー.0 1ー.5 -8.2 5ー.8 -2.8 
-7.8 7ー.3 0.0 -9.6 -7.4 2ー.4
-10.5 -6.7 -1.4 鯵9.8 7ー.0 2ー.8
合6.6 鳴3.8 ゆ1.8 -6.4 伊6.7 -1.9 
-8.9 -6.2 0ー.4 -8.8 -5.2 -3.4 
-7.8 -5.8 0.0 -8.8 -6.2 “2.8 
-8.0 勝5.8* ゆ0.7* -8.5 鳴6.2* -2.8 * 

































排按筋肉側頭 排腹筋外側頭 ヒフメ筋 排腹筋内側頭 勝綾筋外側頭 ヒフメ筋
近位部 遠{立部 近位部 遠位部 近位部 遠位部 近位部 連位部 近{立部 遠位部 近位部 遠位部
能動運動 6.6 9.2 * 9.0 10.9 7.6 9.1 -6.2 ー7.2 -4.8 -6.4 * 明4.8 -5.8 
(標準偏差) (2.9) (3.5) ( 1.4) (1.0 ) ( 1.4) (2.5) (0.9) ( 1.2) (0.9 ) ( 1.2) (1 .1) (1 .1 ) 
受動運動 5.5 6.1 5.3 6.6 4.7 5.5 ー4.5 -5.0 -3.5 自4.9* ー3.4 但4.6
(標準偏差) (1.7) (1.0) (1 .1 ) (1.4 ) (0.7) ( 1.5) (0.5) (0.6) (0.8 ) (1.2) (0.9) (0.8) 
等尺性運動 4.1 4.8 4.9 5.5 3.9 4.1 -0.4 帥0.9 ー0.4 ー0.6 -1.7 -2.2 






意差 (p<O.05)を認め(図 19-1)、内側部4.6士O.9mm、中央部 8.8
士1.7mm、外側部 9.4士3.0mmと外側部・中央部が内側部に対し有意




n~~腹筋外側頭は能動底屈運動にて前方部 12.1 士2.7mm、中央部 9.5
+2.1mm、後方部 5.7土1.8mmと前方部の移動量が大きく各部間に有









移動量が大きく (p<0.05) (図 19-1)、内側部 9.2士1.7mm、中央
部5.0士1.2mm、外側部6.8土1.3mmと内側部が中央部・外側部に比べ








































前方部 i中央部 l後方部 前方部 l中央部|後方部 前方部|中央部 l後方部
ij~~腹筋肉側頭 9.7* 8.3# 4.6 6.6# 5.7# 3.3 4.8# 4.3# 2.8 
(標準偏差) (1.5 ) (1.2) (0.5) (1 .9) (1 .5) (0.5) (1 .0) (0.8) (0.6) 
ij~~腹筋外側頭 1 2.1 * 9.5# 5.7 7.9# 6.7# 4.4 6.7* 5.4# 
(標準偏差) (2.7) (2.1) (1 .8) (1 .8) (1 .4) (1.0) (1.4 J (1.2) (0.7) 
ヒフメ筋 8.81 7.8#1 9.5 5.9 1 5.5# 6.5 4.7*3.8#(140.5)| | 
(標準備差) (2.0) I (1.0) I (1.4) (1.7) I (1.2) 1 .5) L(0.9LL (~.6) 
冠状断像
能動運動 受動運動 等尺性運動
内側部|中央部|外側部 内側部 i中央部|外側部 内側部|中央部|外側部
緋腹筋内側頭 4.6 ** 8.8 9.4 4.0女 6.5 6.9 2.5 ** 5.1 5.2 
(標準偏差) (0.9) (1.7) (3.0) (1. 1) (1.4 ) (2.0) (1.0 ) (1.6) (1.9 ) 
緋腹筋外側頭 8.9# 8.7# 5.1 5.6# 5.9# 3.9 5.2# 5.1 # 2.5 
(標準偏差) (3.6) (2.3) (1.5) (2.0) (1.3 ) (1 .0) (1.9) (1 .6) (1.0 ) 
ヒラメ筋 9.2女 5.0# 6.8 6.5 * 4.6# 5.2 5.1大 3.2# 4.1 

















































































































































域を制限し、足関節部に 2kgの負荷をかけて屈曲 0度から 15度の能動


































fle xion lagと半腿様筋の収縮形態との関係では、退縮なし群 7.5土



















































































計測に用いた MRITagging Snapshot法は、 2つの大きな特徴を持って
いる。まず第一の特徴は撮像時間が短いことである。従来の spinecho 





T 1-w e igh t e d s n a p s h 0 t嫡 GRASS(gradient recalled aquisition in the 
steady state)法を基本としたもののため 2秒程度で撮像が可能である。
第二の特徴は標識した taggingb an dsが高信号輝度なことである。これ
までの tagging法はSE法において、ラジオ波 (RF波)による飽和効
果により無信号の taggingbandsを標識する方法であった。しかし今回
の撮像ではまず、撮像面に 1800 inversion pulseをpreparationpulse 
として印加し、スライス面の磁場を反転し、次にこの面に垂直な




















































































足関節底屈時の活動電位が下がったと報告した。また、 John son ら 13)
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